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琴平駅下車　徒歩 約10分（JR岡山駅より瀬戸大橋線経由の直通特急で約60分）
ことでん琴平駅下車　徒歩 約5分（高松築港より約60分）
坂出インターより約30分
善通寺インターより約15分
高松空港より約50分（空港～琴平間のバスについては空港にお問い合わせください。）
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金刀比羅宮登り口までの主な交通手段と所要時間

アワマイマイ トサビロウドマイマイ ゴマオカタニシ
分 布

日本（本州（近畿地方～岡山）、
四国、淡路島）

分 布
日本（本州（関東地方以
西）、四国、九州 ）

分 布
本州（近畿以西）、四国、九州

大 き さ
25mm～35mm

オオウバタマコメツキ
分 布

日本（関東地方以
西、四国、九州、屋
久 島 ）、台 湾 、タ
イ、ネパール、イン
ド北部

翅を広げた長さ
18～23mm

トシマカバナミシャク

分 布
日本（本州（関東以西の太平洋側）、四国、
九州）、済州島・台湾・中国

樹 高
大きなものは30ｍを超える。

解 説
県内では、琴平山と藤尾神社（高松市）２ヶ
所だけに自生する常緑広葉樹。本宮と社務
所の北側で見られる。縄文時代の遺跡から
発見されており、かつては県内にも広く自生
していたと考えられる。

解 説
県内各地の寺社林に点 と々自生する常緑
広葉樹。琴平山は、まとまって自生している
貴重な生育地。かつては県内に広く自生し
ていたと考えられる。

イチイガシ
分 布

日本（本州（関東地方南部以西）、四国、九
州）、朝鮮半島南部

樹 高
10~20ｍ

ツブラジイ
分 布

日本（本州、四国、九州）、朝鮮半島

樹 高
15~25ｍ

解 説
県内では、琴平山とまんのう町（美合地
区）、高松市塩江町の３か所だけに自生す
る。奥社の手前などで見られる。春の彼岸
頃に開花する、サクラの野生種

エドヒガン
分 布

日本（本州（中部地方以西）、四国、九州）、
朝鮮半島

草 丈
約５~10㎝

解 説
昭和23（1948）年に、琴平町で発見された
多年草。丘陵地から山地の明るく乾燥した
林床、林縁で見られる。シハイスミレの品
種で、葉の中央部にだけ斑が入る。4月~５
月に開花

コンピラスミレ

琴平山のドングリを食べる哺乳類

【琴平山の主要な樹木】

琴平山で採集された個体

分 布
ユーラシア大陸北部、日本
日本では、九州以北に留鳥として分布

鳴 き 声
「ゴッホウ ゴロッケ ゴゥホウ」

フクロウ

大 き さ
全長50~62㎝　翼開長94~110㎝

分 布
夏に日本、中国、朝鮮半島等で繁殖し、冬
になると東南アジアに南下し越冬する。青
葉が芽生える季節に飛来することからこの
名前が付けられた。

鳴 き 声
「ホッ、ホッ」

アオバズク

大 き さ
全長27~30.5㎝  翼開長66~70.5㎝

■採集日：1972年9月21日

イノシシ、タヌキ、アライグマ、ハクビシン、ムササビ、ニホンリス、
アカネズミ、ヒメネズミ

琴平山
象頭山

大麻山

大麻山園地から続く尾根のハイ
キングコース沿いにある。中央に
ある龍王社には「上代噴気孔遺
趾龍王社」（昭和16年）の石碑が
ある。冬場、この池から地下水に
よる蒸気が上がっていたのかも
知れない。

龍王池

安山岩からなる急斜面上に立
地しているため眺望が良い。奥社安山岩からなる急傾面直下にある風化花崗岩（マサ）

上に立地金刀比羅宮

北南

葵の瀧は、板状節理の発達した
讃岐岩質安山岩からなる落差15
ｍの滝である。板状節理が緩や
かに北へ傾斜している様子を観
察することができる。

葵の瀧

安山岩風化土
〈 凡例 〉

讃岐岩質安山岩
花崗岩風化土
花崗岩
崖錐堆積物

（崩積土）

  

香川県では、これまで36種の哺乳類が確認されている。琴平山には、その
うち23種（64％）が生息していると推定されている。

【琴平山の哺乳類】ヒミズ、コウベモグラ、キクガシラコウモリ、アブラコウモリ、
ニホンザル、ノウサギ、ニホンリス、ムササビ、スミスネズミ、アカネズミ、ヒメ
ネズミ、カヤネズミ、ドブネズミ、クマネズミ、ハツカネズミ、キツネ、タヌキ、
アライグマ、ハクビシン、チョウセンイタチ、ニホンテン、ニホンジカ、イノシシ

琴
平
山
新
聞

琴
平
山
の
森
は
、古
く
か
ら
金
刀
比
羅
宮
と
と
も
に
大
切
に
守
ら
れ
て
き

た
鎮
守
の
森
で
、原
生
林
に
近
い
森
林
が
残
さ
れ
て
い
ま
す
。そ
し
て
、こ
こ
で

は
、鳥
類
、哺
乳
類
、陸
貝
、植
物
、昆
虫
等
、ど
の
生
き
物
も
県
内
に
生
息
し

て
い
る
種
の
多
く
を
見
る
こ
と
が
で
き
、生
き
物
の
宝
庫
と
な
って
い
ま
す
。

昭
和
25
年
、琴
平
山
は
、五
色
台
、紫
雲
出
山
等
と
と
も
に
、日
本
最
初
の

国
立
公
園「
瀬
戸
内
海
国
立
公
園
」に
追
加
指
定
さ
れ
ま
し
た
。ま
た
、山
頂

か
ら
の
展
望
が
良
く
、全
国
的
に
も
ま
れ
な
森
林
植
生
で
あ
る
こ
と
な
ど
か
ら
、

昭
和
26
年
に
、国
の
名
勝・天
然
記
念
物「
象
頭
山
」と
し
て
指
定
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
よ
う
な
、琴
平
山
の
自
然
に
触
れ
合
う
時
の
一
助
と
な
る
よ
う
、こ
の

ガ
イ
ド
マッ
プ
を
作
成
し
ま
し
た
。

さ
あ
、ガ
イ
ド
マッ
プ
を
片
手
に
琴
平
山
の
自
然
を
満
喫
し
て
く
だ
さ
い
。

カ
タ
ツ
ム
リ
の
仲
間（
以
下
、「
陸
貝
」と
い

う
。）の
分
布
か
ら
見
た
、琴
平
山
の
魅
力
は
大
き

く
3
つ
あ
る
。

そ
の一つ
は
、地
理
的
に
見
れ
ば
、讃
岐
山
脈
か

ら
相
当
離
れ
た
森
林
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

山
地
性
の
陸
貝
が
多
く
分
布
し
て
い
る
こ
と
だ
。

具
体
的
に
は
、ア
ワ
マ
イ
マ
イ
、ト
サ
ビ
ロ
ウ
ド
マ
イ

マ
イ
、コ
ン
ボ
ウ
ギ
セ
ル
、オ
オ
ギ
セ
ル
が
奥
社
付

近
に
生
息
し
て
い
る
。こ
の
よ
う
な
山
地
性
の
種

が
、平
野
部
の
森
林
で
ま
と
ま
っ
て
生
息
し
て
い

る
場
所
は
、県
内
で
は
琴
平
山
に
限
ら
れ
て
い
る
。

中
で
も
、ア
ワ
マ
イ
マ
イ
は「
日
本
４
大
カ
タ
ツ
ム

リ
」の一つ
と
さ
れ
る
立
派
な
大
型
の
カ
タ
ツ
ム
リ

で
あ
る
。し
か
し
、夜
行
性
の
た
め
、昼
間
の
観
察

で
這
って
い
る
の
を
見
つ
け
る
の
は
難
し
い
。

二
つ
目
は
、陸
貝
の
種
類
の
多
さ
だ
。山
地
性

の
種
だ
け
で
な
く
、丘
陵
地
性
の
種
や
平
地
性
の

種
と
いっ
た
異
な
る
環
境
に
生
息
す
る
陸
貝
が
ま

と
ま
って
生
息
し
て
お
り
、県
内
で
は
種
類
が一番

多
い
。本
州
と
四
国
の一部
の
地
域
に
点
在
す
る

鎮
守
の
森
に
し
か
生
き
残
って
い
な
い
丘
陵
地
性

の
ツ
ム
ガ
タ
ギ
セ
ル
や
ア
ズ
キ
ガ
イ
な
ど
の
貴
重

な
種
も
生
息
し
て
い
る
。し
か
し
な
が
ら
、50
年

前
と
比
べ
る
と
、こ
れ
ら
の
陸
貝
は
全
体
的
に
減

少
を
続
け
て
い
る
。ト
サ
ビ
ロ
ウ
ド
マ
イ
マ
イ
は
県

絶
滅
危
惧
Ⅰ
類
、ア
ワ
マ
イ
マ
イ
と
オ
オ
ギ
セ
ル
、

ツ
ム
ガ
タ
ギ
セ
ル
は
県
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
指
定
さ

れ
て
い
る
。

三
つ
目
は
、微
小
陸
貝
の
存
在
だ
。微
小
陸
貝

と
は
、一般
的
に
は
、殻
径
約
5㎜
以
下
の
陸
貝
を

指
す
。非
常
に
小
さ
い
た
め
、乾
燥
に
非
常
に
弱

く
、い
つ
も
は
湿
潤
な
腐
葉
土
の
中
に
も
ぐ
り
込

ん
で
生
活
し
て
い
る
。琴
平
山
に
は
、県
内
に
生
息

す
る
微
小
陸
貝
の
45
％
に
あ
た
る
30
種
の
微
小

陸
貝
が
生
息
し
て
い
る
。二
番
目
に
多
い
大
滝
山

は
39
％
な
の
で
、45
％
と
い
う
割
合
は
、琴
平
山
の

林
床
の
腐
植
層
が
豊
か
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し

て
い
る
。

ご 挨 拶

香川県では、130種のカタツムリの仲間が記録されている。琴平山ではそ
のうち66種（50％）が確認されている。面積に対する種類の多さは、全国
的にも他に例がなく、これまでも多くの研究者が調査に訪れている。

琴平山の森は、古くから金刀比羅宮とともに大切に守られてきた鎮守の
森で、隣の象頭山とともに国の天然記念物に指定されている。原生林に
近い姿が守られており、郷土の自然の歴史を知ることのできる最高の観
察地となっている。

琴
平
山
は
、
今
か
ら
1
6
0
年
ほ
ど
昔
に
、
歌

川
広
重
の「
讃
岐
象
頭
山
遠
望
」に
描
か
れ
て
い
る
。

隣
の
象
頭
山
が
禿
山
に
な
っ
て
い
る
の
と
は
対
照

的
に
、
琴
平
山
に
は
森
林
が
あ
る
様
子
が
描
か
れ

て
お
り
、
昔
か
ら
大
切
に
守
ら
れ
て
き
た
森
林
で

あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
る
。

こ
の
よ
う
な
琴
平
山
の
植
物
の
魅
力
は
、
1
，

0
0
0
種
類
以
上
の
維
管
束
植
物
（
シ
ダ
植
物

と
種
子
植
物
）
が
確
認
さ
れ
て
い
る
と
い
う
多
様

性
と
、
県
内
最
大
の
常
緑
広
葉
樹
林
で
あ
る
。一

口
に
常
緑
広
葉
樹
林
と
いって
も
、
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
の

林
や
ア
ラ
カ
シ
の
林
、
ク
ス
ノ
キ
の
林
や
ク
ロ
バ
イ

の
多
い
林
な
ど
、
そ
の
形
は
様
々
で
あ
る
。一つ
の

場
所
で
こ
れ
だ
け
多
種
多
様
な
常
緑
広
葉
樹
林
を

観
察
で
き
る
と
こ
ろ
は
全
国
的
に
も
少
な
い
の
で

は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ゆ
っ
く
り
と
琴
平
山
の
遊
歩

道
を
散
策
し
な
が
ら
、
太
古
の
昔
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ

プ
し
て
み
る
価
値
は
あ
り
そ
う
だ
。

琴
平
山
と
象
頭
山
と
大
麻
山
は
一
つ
の
山
塊
で
あ
る
。

そ
の
山
の
な
り
た
ち
を
大
ま
か
に
説
明
す
る
と
、次
の
よ
う
に
な
る
。

⑴
今
か
ら
約
1
4
0
0
万
年
前
に
、花
崗
岩
の
岩
盤
の
く
ぼ
み
に
溶

岩（
讃
岐
岩
質
安
山
岩
）が
流
れ
込
ん
で
埋
め
た
。

⑵
こ
れ
ら
岩
盤
は
、雨
や
風
に
よ
って
削
ら
れ
て
いっ
た
が
、風
化
し
に

く
い
安
山
岩
と
そ
の
下
敷
き
と
な
っ
た
部
分
の
花
崗
岩
は
あ
ま
り

侵
食
さ
れ
ず
に
残
っ
た
。

⑶
そ
の
結
果
、讃
岐
岩
質
安
山
岩
を
山
の
上（
頭
）に
載
せ
た
、お
に

ぎ
り
型
又
は
屋
根
型
の
大
き
な
残
丘（
侵
食
残
留
物
）と
な
っ
た
。

自然観察のマナー
● 自然を知るには、まず五感から！

動植物をよく知るには、顔を近づけて見るだけではなく、
手で触れ、においをかいでみるなど、五感を使って観察
してみましょう。

● 自然の中で耳を澄ませてみよう！
野鳥の声や虫の音、風の音や川のせせらぎなど、自然

のすばらしい音に耳を澄ませましょう。
音楽を流したり、ラジオを聞きながら歩かないようにし

ましょう。

● 山火事に注意しましょう！
雨の少ない瀬戸内の森は一年中乾燥しています。森の

中での火気は厳禁です。タバコは決められた喫煙場所以
外では吸わないようにしましょう。

● 危険な生き物には近づかないように！
スズメバチやマムシなど危険な生き物には

注意しましょう。見かけたら驚かさないように、
ゆっくりとその場を離れましょう。

また、森の中には、ウルシの木やハゼノキ
など触ると肌がかぶれる木があるので注意しましょう。

● 自然の中に入るときの七つ道具！
長そで・長ズボン、足元がしっかりした靴、帽子、軍手、

水筒、雨具、健康保険証

● 疲れたら休もう、予定を変えよう！
のんびり、ゆったり歩くことが自然観察の基

本です。特に、夏は熱中症に気をつけましょう。
カミナリが聞こえてきたり、急に天候が悪く

なりそうな場合には、無理は禁物です。早めに避難しま
しょう。

● イノシシに出合ったら！
襲われないための３原則

一つ　何もせず放っておく （無視をする）と、ほとんどの
場合、向こうから逃げていきます。

二つ　ゆっくりと後ろに下がって、静かにその場を立ち去
るか、物陰に隠れましょう。

三つ　決して威嚇したり、追い払ったりしないでください。
絶対にエサは与えないようにしましょう。イノシシ
が人を襲うようになります。

これには注意しよう

【植物】❶古市光信〈1984〉香川県高松市地表下から産した縄文前期～
中期の大型植物遺体.香川生物12：29-36.❷古市光信〈1990〉善通寺市永
井遺跡（縄文時代）産出の植物遺体（種子）について.香川県教育委員会・
（財）香川県埋蔵文化財調査センター・日本道路公団（編）「永井遺跡（四
国 横 断 自 動 車 道 建 設 に伴う埋 蔵 文化 財 発 掘 調 査 報 告 第 9 冊 ）」：
814-822.❸上山春平編〈1969〉照葉樹林文化.中央公論社,224pp.❹和気
俊郎〈1974〉琴平山の植物.氏家由三（編）｢香川の動植物｣.高松市役所,
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香
川
の
自
然
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ

琴
平
山
の
自
然 3

香川県では、これまで5,000種以上の昆虫が確認されているが、はっきりした種
数は分かっていない。琴平山からは約3,000種の昆虫が記録されている。日本昆
虫学会自然保護委員会により、｢昆虫類の多様性保護のための重要地域｣に選
定されており、学術的に見ても非常に貴重な森林であることが分かっている。

琴平山の昆虫は種数が大変多く、希少な種も少なからず含まれている。
この森林の価値や特徴を知るうえで、特に重要な昆虫10種類をまとめてみた。

地
史
的
に
見
る
と
琴
平
山
は
、飯
野
山
や
五
色
台
、

屋
島
と
同
じ
く
、も
と
も
と
独
立
峰
が
削
ら
れ
て
で
き
た

と
推
察
さ
れ
る（
琴
平
山
の
な
り
た
ち
を
参
照
）。し
か

し
、地
形
的
に
見
る
と
、飯
野
山
や
五
色
台
、屋
島
は
平

野
部
に
孤
立
し
て
い
る
の
に
対
し
、琴
平
山
は
南
側
の
ま

ん
の
う
町
の
丘
陵
部
と
つ
な
が
り
、だ
ら
だ
ら
と
讃
岐
山

脈
に
連
続
し
て
い
る
。こ
れ
を
、野
ネ
ズ
ミ
の
分
布
か
ら

見
て
み
る
と
、飯
野
山
や
五
色
台
、屋
島
な
ど
に
は
ア
カ

ネ
ズ
ミ
し
か
生
息
し
な
い
が
、琴
平
山
に
は
こ
れ
ら
の
種

に
加
え
て
ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
。範
囲
を
広

げ
て
四
国
全
体
を
見
渡
し
て
み
れ
ば
、ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
は

四
国
山
地
と
、四
国
山
地
に
引
き
続
い
た
山
塊
の
地
域

に
し
か
生
息
し
て
い
な
い
。一口
に
野
ネ
ズ
ミ
と
言
って
も
、

そ
の
生
息
場
所
や
移
動
能
力
も
様
々
で
、四
国
に
生
息

す
る
ネ
ズ
ミ
の
中
で
分
散・移
動
能
力
が
最
も
高
い
ア
カ

ネ
ズ
ミ
は
平
野
部
の
孤
立
し
た
山
に
も
分
布
を
広
げ
る

こ
と
が
で
き
る
が
、ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
は
生
息
場
所
が
狭
い

う
え
、移
動・分
散
能
力
も
低
い
た
め
分
布
域
が
狭
い
。

こ
の
よ
う
な
両
種
の
生
態
的
な
違
い
が
、ア
カ
ネ
ズ
ミ
し

か
い
な
い
山
、ア
カ
ネ
ズ
ミ
と
ス
ミ
ス
ネ
ズ
ミ
が
両
方
い
る

山
、と
いっ
た
よ
う
な
違
い
を
生
み
出
し
て
い
る
よ
う
だ
。

琴
平
山
の
魅
力
の一つ
は
、県
内
最
大
の
常
緑
広
葉
樹
林
が

存
在
す
る
こ
と
だ（「
琴
平
の
植
物
」を
参
照
）。こ
の
森
林
に
は

シ
イ
類
や
カ
シ
類
な
ど
、ド
ン
グ
リ（
果
実
の
堅
果
）を
実
ら
せ

る
木
が
た
く
さ
ん
生
育
し
て
い
る
。ド
ン
グ
リ
は
栄
養
価
が
高

く
、い
ろ
い
ろ
な
哺
乳
類
の
食
糧
と
なって
い
る
。中
で
も
、ネ
ズ

ミ
類
な
ど
は
食
べ
物
が
少
な
く
な
る
冬
に
備
え
て
、ド
ン
グ
リ
を

土
の
中
に
隠
し
て
貯
え
る
。こ
れ
を
貯
食
活
動
と
い
う
。

貯
食
さ
れ
た
ド
ン
グ
リ
は
、３
日
以
上
放
置
さ
れ
る
と
、他
の

ネ
ズ
ミ
に
盗
ま
れ
る
確
率
が
高
く
な
る
。盗
難
率
は
高
く
、貯
食

さ
れ
た
ド
ン
グ
リ
の
約
40
％
が
盗
ま
れ
、よ
り
遠
く
に
隠
さ
れ
た

と
い
う
研
究
報
告
も
あ
る
。そ
の
た
め
、ネ
ズ
ミ
た
ち
は
、ド
ン
グ

リ
を
盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、何
回
も
同
じ
ド
ン
グ
リ

を
回
収
し
て
、よ
り
遠
く
に
隠
す
。こ
の
よ
う
に
、ネ
ズ
ミ
た
ち
は
、

夜
な
夜
な
ド
ン
グ
リ
を
拾
って
は
運
ん
で
隠
し
、お
互
い
に
盗
み

あ
って
は
よ
り
遠
く
に
隠
し
、盗
ま
れ
な
い
よ
う
に
更
に
遠
く
に

隠
す
…
、と
い
う
生
活
を
し
て
い
る
。こ
の
ネ
ズ
ミ
の
習
性
に
よっ

て
、結
果
的
に
ド
ン
グ
リ
は
よ
り
遠
く
に
運
ば
れ
て
い
く
。

隠
し
て
い
る
う
ち
に
、ネ
ズ
ミ
は
ド
ン
グ
リ
を
ど
こ
に
置
い
た

の
か
分
か
ら
な
く
な
り
、そ
こ
で
ド
ン
グ
リ
は
芽
を
出
し
、小
さ

な
森
の
後
継
者
と
な
る
。ド
ン
グ
リ
、い
や
森
林
に
とって
は
、泥

棒
ネ
ズ
ミ
が
、非
常
に
有
難
い
存
在
だ
と
い
え
よ
う
。

琴
平
山
に
は
多
種
多
様
な
植
物
が
生
育
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、植
物
の
実
や
昆
虫
類
を
餌
に
し
て
い
る
鳥
類

の
種
類
が
多
い
。特
に
、常
緑
広
葉
樹
林
を
中
心
と
し

た
森
林
で
は
、ア
オ
ゲ
ラ
や
コ
ゲ
ラ
な
ど
の
キ
ツ
ツ
キ
が

多
く
見
ら
れ
る
こ
と
が
魅
力
の一つ
と
な
って
い
る
。ま
た
、

琴
平
山
で
は
季
節
ご
と
に
異
な
っ
た
種
類
の
鳥
類
の
観

察
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
る
。よ
く
観
察
で
き
る
留
鳥

や
代
表
的
な
渡
り
鳥
を
紹
介
す
る
の
で
、参
考
に
し
て

欲
し
い
。鳥
類
の
観
察
場
所
は
、人
影
が
少
な
く
、静
か

な
つ
つ
じ
丘
や
、図
書
館
の
西
側
に
あ
る
ツ
ブ
ラ
ジ
イ
や

ク
ス
ノ
キ
の
巨
木
林
が
オ
ス
ス
メ
だ
。本
宮
を
経
て
、白

峰
神
社
、奥
社
に
至
る
コ
ー
ス
も
よ
い（
琴
平
山
で
は
、

毎
月
第
３
日
曜
日
、日
本
野
鳥
の
会
香
川
県
支
部
が
定

例
の
探
鳥
会
を
開
催
し
て
い
る
）。

ま
た
、た
く
さ
ん
の
大
木
が
生
育
す
る
こ
の
森
で
は
、

大
木
の
洞（
う
ろ
）に
巣
を
つ
く
る
フ
ク
ロ
ウ
や
ア
オ
バ
ズ

ク
の
繁
殖
が
多
く
確
認
さ
れ
て
い
る
。フ
ク
ロ
ウ
は
個
体

数
が
少
な
い
も
の
の
、留
鳥
で一年
中
観
察
す
る
こ
と
が

で
き
、主
に
野
ネ
ズ
ミ（｢

琴
平
山
の
哺
乳
類｣

を
参
照
）

を
餌
に
し
て
生
活
し
て
い
る
。過
去
に
は
オ
オ
コ
ノ
ハ
ズ

ク
と
い
う
珍
し
い
フ
ク
ロ
ウ
の
仲
間
も
確
認
さ
れ
て
い
る
。

香川県では、これまで299種の鳥類が確認されている。琴平山系（大麻山
を含む）では、そのうち109種（36％）が確認されている。琴平山の森は、金
刀比羅宮の社叢として、また、国立公園や特別鳥獣保護区として守られ
ているため、森林性の鳥類にとって最高の楽園となっている。

讃岐の山には、山上の思わぬ場所に池や滝がある。じっくり観察すると、そこに生息する生き物の貴重な水飲み場や繁殖地となっていることに気付く。時に
は、世界でその山にしか生息しない固有の生き物のすみかにもなっていることもある。生き物の多様性を支える水環境は、山を形成する地層の性質によっ
て生み出された、地史の産物である。

地　質

1

2

3

讃岐岩質
安山岩

岩　石

岩盤層

風化土

岩盤層

風化土

花崗岩

岩　石

崖錐堆積物（崩積土）

一般
的
に
山
上
に
降
っ
た
雨
水
は
、地
下
に
染
み
込
ん
で
流
れ
て
い
く
。

し
か
し
、こ
の
山
頂
に
讃
岐
岩
質
安
山
岩
を
持
つ
山
の
場
合
は
違
う
。

安
山
岩
は
風
化
す
る
と
粘
土
質
で
水
を
通
し
に
く
い
表
土
と
な
り
、

山
頂
の
平
ら
な
場
所
で
は
、凹
地
に
水
が
た
ま
って
池
が
で
き
る
こ
と

に
な
る
。左
に
地
質
と
水
と
の
相
性
を
、下
に
琴
平
山
の
地
質
図
を
示

し
て
み
た
。

フクロウ、ミサゴ、モズ、ウグイス、エナガ、ヤマガラ、シジュウカラ、
メジロ、ホオジロ、カワラヒワ、ムクドリ、アオゲラ、コゲラなど

アオバズク、サンコウチョウ、オオルリ、キビタキ、ヤブサメ、センダ
イムシクイなど

留鳥

夏鳥

冬鳥 ノスリ、ハイタカ、ルリビタキ、アトリ、ウソ、キクイタダキ、クロジ
など

世
界
で
琴
平
山
に
し
か
い
な
い
昆
虫
の
う
ち
、①
〜
③

は
、古
い
時
代
に
琴
平
山
に
飛
来
し
て
、棲
み
着
い
た
祖

先
種
が
湿
っ
た
地
下
に
も
ぐ
り
込
ん
で
暮
ら
す
よ
う
に

な
り
、目（
複
眼
）や
後
ろ
羽
が
退
化
し
た
結
果
、琴
平

山
特
有
の
種
に
分
化
し
た
昆
虫
で
あ
る
。④
⑤
は
、幼
虫

が
ツ
ブ
ラ
ジ
イ（
琴
平
山
の
植
物
を
参
照
）な
ど
の
枯
れ

た
部
分
を
食
べて
育
つ
た
め
、樹
齢
を
重
ね
た
シ
イ
類
が

安
定
的
に
生
育
す
る
森
林
に
依
存
し
て
い
る
。⑥
⑦
は

捕
食
性
で
、⑥
の
幼
虫
は
カ
シ
類・シ
イ
類
な
ど
の
広
葉

樹
の
大
木
の
枯
れ
木
の
中
で
、他
の
昆
虫
を
食
べて
育
ち
、

⑦
は
森
林
の
林
床
の
朽
木
や
枯
れ
枝
な
ど
に
巣
を
つ
く

り
、主
に
ク
モ
類
の
卵
を
食
べ
る
。こ
の
よ
う
な
捕
食
性

の
昆
虫
が
琴
平
山
に
限
定
し
て
生
息
す
る
こ
と
は
、琴

平
山
が
複
雑
な
食
物
連
鎖
に
支
え
ら
れ
た
豊
か
な
自
然

環
境
で
あ
る
こ
と
を
証
明
し
て
い
る
。①
〜
⑦
の
種
は
、

い
ず
れ
も
人
の
手
が
加
わ
ら
な
い
森
林
を
好
む
昆
虫
で

あ
り
、保
護
さ
れ
た
森
林
と
と
も
に
存
続
し
て
い
く
こ
と

だ
ろ
う
。し
か
し
、⑧
〜
⑩
は
、人
手
の
加
わ
っ
た
二
次
林

に
生
息
す
る
昆
虫
で
、最
近
、そ
の
数
が
か
な
り
減
っ
て

い
る
こ
と
が
分
か
って
い
る
。リ
ン
ゴ
ケ
ン
モ
ン
や
キ
ク
セ

ダ
カ
モ
ク
メ
、ワ
モ
ン
キ
シ
タ
バ
な
ど
の
二
次
林
や
人
里

に
生
息
す
る
希
少
な
蛾
類
も
琴
平
山
で
発
見
さ
れ
て
い

る
が
、発
見
す
る
こ
と
が
難
し
く
な
って
い
る
。一口
に
、琴

平
山
の
生
物
多
様
性
を
保
全
す
る
と
言
っ
て
も
、な
か

な
か
難
し
い
問
題
で
あ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
で
あ
る
。

透水性 保水性 解　説

水との相性

× ×

× ×

△ △

△

△

○

△

○

△

△

○

岩石自体は不透水性（水を通さない）

粘土質のため難透水性（水を通しにく
い）で、保水性はよい

岩石自体は不透水性（水を通さない）

岩の縦方向の節理（割れ目やひび）に
沿って、水が浸透しやすい

岩の節理に沿って、水が浸透しやすい

粘土質を含むが砂礫質のため、安山岩
風化土よりも透水性は高い

安山岩の崖が風化土と一緒に崩れて形
成された、礫を含む粘土質の土。保水性
はよい

琴平山の鳥類琴平山の哺乳類

琴平山 の植物 琴平山の陸貝琴平山の昆虫

琴
平
山
と
野
ネ
ズ
ミ

泥
棒
ネ
ズ
ミ
が
森
を
育
む
？

琴平山の なりたち

足
元
に
眠
る
宝
の
山
！

象
頭
山
の
山
頂
部
に
池
が
あ
る
理
由

　　　知っておきたい！　琴平山の代表的な植物

昆虫の世界から、森林のバランスを考える

①ゾウズサンメクラチビゴミムシ
②コンピラメクラチビゴミムシ
③コンピラオオコバネ

ナガハネカクシ

④ベーツヒラタカミキリ
⑤キイロミヤマカミキリ

⑥オオウバタマコメツキ
⑦ヤマトカギバラアリ
⑧マスイカバナミシャク
⑨トシマカバナミシャク
⑩サヌキキリガ

世界で
琴平山にしか
いない昆虫

香川県で
琴平山にしか
記録のない
昆虫

国内で数ケ所
にしか記録の
ない昆虫

●地理隔離によって、独自に進化
した昆虫
●目（複眼）や後ろ羽が退化して

飛べない
●幼虫は、シイ類などの樹木の枯

死部を食べる
●安定して存続してきた照葉樹

林に生息する
●捕食性（他の生物を殺して食べる）
●生息地が限定される理由は不明
●いずれも蛾の仲間
●幼虫は、植物の葉を食べる
●生息地が限定される理由は不明

分　布 和　名 備考（生息地が限定される理由など）

■落葉広葉樹（高木）　イヌシデ、アカシデ、コナラ、ナラガシワ、クヌギ、アベマ
キ、クリ、ケヤキ、ムクノキ、カナクギノキ、エドヒガン、ヤマザクラ、ウワミズザク
ラ、ウラジロノキ、ネムノキ、アカメガシワ、カラスザンショウ、イロハモミジ、ウ
リハダカエデ、ムクロジ、アワブキ、タマミズキ、クマノミズキ、マルバアオダモ

■落葉広葉樹（小高木）　イヌビワ、キブシ、ネジキ、サワフタギ、クサギ、ヤマヤナギ

■落葉広葉樹（低木）　サイコクキツネヤナギ、コウゾ、ダンコウバイ、ケクロモジ、
ヤマブキ、イブキシモツケ、ノリウツギ、マルバウツギ、イヌザンショウ、サンショウ、
ヤマウルシ、ガンピ、タラノキ、スノキ、ナツハゼ、コツクバネウツギ、コバノガマズミ

■常緑広葉樹（高木）　ヤマモモ、アラカシ、シラカシ、ウラジロガシ、イチイガ
シ、シリブカガシ、ツブラジイ、オガタマノキ、クスノキ、ヤブニッケイ、タブノキ、
カゴノキ、シロダモ、イヌガシ、イスノキ、ヤブツバキ、サカキ、モッコク、ヒメユ
ズリハ、クロガネモチ、ナナミノキ、モチノキ、タラヨウ、カクレミノ、ミミズバイ

■常緑広葉樹（低木）　センリョウ、ツルシキミ、ナワシログミ、コショウノキ、ク
スドイゲ、アオキ、ヤツデ、シャシャンボ、ヤブコウジ、マンリョウ、イズセンリョ
ウ、アリドオシ

■常緑広葉樹（小高木）　シキミ、リンボク、カナメモチ、クロバイ、ネズミモチ

■落葉つる性樹木　イワガラミ、フジ、ナツフジ

■常緑つる性樹木　イタビカズラ、ヒメイタビ、サネカズラ、ムベ、キヅタ、テイ
カカズラ


